
空冷4サイクル・ＯＨVガソリンエンジン

注意
安全のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
また、いつでもご覧いただけるよう、大切に保管してください。
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　　警告 : 排気ガス中毒
　　　◦�エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますので、室内・

トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。

　　警告 : 感電
　　　◦運転中、本機や体がぬれているときは、本機に触れないでください。
　　　◦出力コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。
　　　◦運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。
　　　◦�交流出力端子への使用機器の取付け・取外しは、必ずエンジンを停止、または

交流出力スイッチを『OFF』にして行ってください。
　　　◦�溶接端子への溶接ケーブルの取付け・取外しは、必ずエンジンを停止して行っ

てください。
　　　◦点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。

　　警告 : 電磁障害
　　　◦�心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで、作業中の

溶接機や溶接作業現場の周辺に近づかないでください。溶接機は通電中周囲に
磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪影響を及ぼします。

　　警告 : 溶接煙による中毒
　　　◦�溶接時に発生する煙には、有毒なガスや粉塵が含まれていますので、必ず防塵

マスクを着用してください。また、煙を吸い込まないように風向きにも注意
し、十分な換気を行ってください。

　　警告 : 目や皮膚の傷害
　　　◦�バッテリー液には希硫酸が含まれています。バッテリーを転倒させたり、衝撃

をあたえたりしないでください。バッテリー液が漏れ、やけどや失明の原因と
なることがあります。バッテリー液が付着したときはすぐに多量の水で洗い流
し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受けてください。

　　警告 : 爆発
　　　◦�バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせたり、火気を

近づけないでください。

　　警告 : 火災
　　　◦�本機は、燃料としてガソリンを使用しています。燃料の点検や給油・抜取り・

燃料ストレーナーの清掃などを行うときは静電気を除去して、必ずエンジンを
停止し絶対に火気を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行っ
てください。

　　　◦�燃料は、所定のレベル（燃料タンク給油口こし網の赤いリング上面）以上給油
しないでください。

　　　◦�燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、燃料もれがある場合
は絶対に使用せず、必ず修理してください。

　　　◦��マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃料・ガス・塗
料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでください。

　　　◦��本機は、壁などの障害物から１ｍ以上離し、水平な場所で運転してください。
　　　◦本機の周囲を囲ったり、箱をかぶせて運転しないでください。
　　　◦��溶接時はスパッタが飛散しますので、引火性のある物や燃えやすい物は作業場

周辺に近づけないでください。
　　　◦��作業場の近くには消火器を配置してください。
　　　◦�本機をトラックなどで運搬するときは、燃料タンクから燃料を抜いてください。
　　　　�抜いた燃料や予備の燃料は、消防法に適合した携行タンクで保管・運搬してく

ださい。
　　　◦車両に積載して運転しないでください。

１．安全上の注意
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　　警告 : けが
　　　◦�点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。
　　　◦�改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。

　　注意 : 排気ガス中毒
　　　◦�排気ガスを通行人や民家などに向けないでください。

　　注意 : 目や皮膚の傷害
　　　◦�溶接時に発生する有害な光線から目や皮膚を保護するため、必ず遮光保護具を

使用し、肌が露出しない服や保護具を着用してください。

　　注意 : 感電
　　　◦�本機に水をかけたり、雨中での使用はしないでください。
　　　◦�運転中は、スパークプラグ・プラグキャップ・高圧線には触れないでください。

　　注意 : 火災
　　　◦�交流電源は屋内配線に接続しないでください。
　　　◦�保管用カバーなどを掛けるときは、本機が冷えてから行ってください。

　　注意 : やけど
　　　◦�運転中や停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますので、触れな

いでください。
　　　◦�エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジン

が冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージを開けると、高温のオイ
ルが吹き出します。

　　　◦�溶接時はスパッタが飛散しますので、革製の手袋・前掛け・足カバー・安全
靴・安全帽・長袖の服を着用してください。

　　注意 : けが
　　　◦��本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。取手で吊り上げ

ると、取手が破損して落下することがあります。
　　　◦�本機をトラックなどで運搬するときは、ロープなどでしっかり固定し、本機が

動かないようにしてください。
　　　◦��本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置し、必ず車輪止めで固定し

てください。
　　　◦�エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、交流出力スイッ

チを『OFF』にしてください。
　　　◦�運転中に移動しないでください。

■警告ラベル貼付位置
�警告ラベルが見えにくくなったり破損した
ときは、新しいラベルを指定場所に貼りか
えてください。ラベルの注文は（　）内の
番号で注文してください。
①排気ガス中毒他　（品番X505-007192）
②感電　　　　　　（品番X505-007180）
③けが　　　　　　（品番X505-007220）
④やけど　　　　　（品番X505-007200）
⑤高電圧　　　　　（品番X505-007210）

②

⑤

①

④

③
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３．用途
　

２．仕様

注意 : 物的損害
　　　◦�コンピューター・マイコン搭載機器・精密機器の一部の機器には電圧に敏

感なものがあります。このような機器を使用するときには、お求めの販売
店に相談してください。また、このような機器では、発電機のエンジンノ
イズ（原動機雑音）等に影響を受けない距離を確保してください。尚、周
囲の電気製品がエンジンノイズ等に影響されないことを確認してください。

　　　◦�医療機器への使用は、事前に医療機器会社・病院に確認のうえご使用ください。
　　　◦�本機や機器の操作方法を誤ると故障の原因となりますので、使用時には本

機や機器の取扱説明書を熟読してください。
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４．各部の名称

① ②

③

⑨

④ ⑤

㉑ ⑯

⑭

㉒

⑲⑮

㉘㉗ ㉙

⑬ ⑫

⑩
⑪

⑱ ㉓ ㉖ ㉕

⑥ ⑧⑦

⑰

㉔㉚ ⑳

㉛

㉛ ㉛

㉛

取扱説明書 保証書

スターターキー　2ヶ

プラグレンチ　1組

M6ボルト　1ヶ
（端子カバー固定用）

付属品
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５．装備

周波数切替スイッチ

回転制御スイッチ

交流出力スイッチ
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周波数ランプ
交流出力ランプ

文字、数値表示部
溶接実電流ランプ

溶接電流設定値ランプ

エコランプ
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リモコン専用コンセント

リモコンボックス

異常ランプ
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６．運転方法

オイルメンテカバー ツメを押さえる

①

②

オイルゲージ

オイルドレンプラグ
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燃料コック
「閉」

「開」

ノブを矢印の
方向に引く

② ①

ノブ
フロントドア

ノブを矢印の
方向に引く

ノブ

サイドドア

①

②
オイルメンテカバー ツメを押さえる

①

②

（2）燃料の点検

　　警告：火災
　　　◦�燃料の点検や給油は、静電気を除去してから行ってください。
　　　◦燃料は、所定のレベル以上給油しないでください。
　　　◦燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。

　燃料がレベル内に十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。

<注意>
　◦２ヶ月以上使用しなかった燃料は、新しい燃料に入れ換えてください。
　◦燃料は自動車用レギュラーガソリンを使用してください。
　◦�給油時は燃料コックを『閉』にし、給油口に装着してある燃料こし網を必ず使用し
てください。

（3）燃料・オイルもれの点検

　　警告：火災
　　　◦�燃料もれの点検は、静電気を除去してから行ってください。
　　　◦燃料もれがある場合は、絶対に使用せず修理してください。
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6-2．始動

　　警告：排気ガス中毒
　　　◦�エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますので、室

内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。
　　警告：火災
　　　◦�マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃料・ガス・

塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでください。
　　　◦本機は、壁などの障害物から１m以上離し、水平な場所で運転してください。
　　　◦本機の周囲を囲ったり、箱をかぶせて運転しないでください。
　　　◦車両に積載して運転しないでください。

　　注意：排気ガス中毒
　　　◦排気を通行人や民家などに向けないでください。
　　注意：けが
　　　◦�本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置し、車輪は必ず車輪止

めで固定してください。
　　　◦�始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、交流出力スイッチを『ＯＦＦ』

にしてください。

　�エンジン始動後、５秒間はディスプレイに積算時間を表示します。５秒を経過すると
溶接電流設定値の表示に切り替わります。（このとき、溶接電流設定値のランプが点
灯）

<注意>
　◦エンジンを始動する前に、周囲の安全を確認してください。
　◦共同作業者がいる場合には、合図をしてから始動してください。
　◦高温・多湿になる場所やホコリが多い場所はなるべく避けて、運転してください。
　◦運転中は扉を開けないでください。冷却バランスがくずれ、故障の原因となります。
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燃料コック
「閉」

「開」

燃料コック
「閉」

「開」

ノブを矢印の
方向に引く

ノブ

サイドドア

①

②

リコイルノブ サイドドア
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燃料コック
「閉」

「開」
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７．溶接機として使用する場合

20m 30m 40m 60m 80m 100m

170A 22 22 30 50 60 80
140A 22 22 22 38 50 60
100A以下 22 22 22 22 30 38

ケーブルの
往復長

溶接電流

摘　　　　　要 接　続　方　法

正極性 ・構造物などの一般溶接 － 側にホルダー（溶接棒）
＋ 側にアース　（母材）

逆極性 ・薄板、肉盛り溶接
・ステンレス鋼の溶接

－ 側にアース　（母材）
＋ 側にホルダー（溶接棒）
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7-4．使用率
　�使用率とは、10分間に溶接が可能な時間の割合を示したものです。本機は定格使用
率50％ですので、定格出力時10分間に溶接ができる時間は５分以内です。５分間溶
接したら必ず５分間休止してください。

<注意>
　◦�定格出力時に連続で５分以上溶接したり、休止時間が短いと、本機が過熱して故障
の原因となります。

7-5．溶接作業

　　警告：電磁障害
　　　◦�心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで、作業

中の溶接機や溶接作業現場の周辺に近づかないでください。溶接機は通電
中、周囲に磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪影響を及ぼします。

　　警告：溶接煙による中毒
　　　◦�溶接時に発生する煙には、有害なガスや粉塵が含まれていますので、必ず

防塵マスクを着用してください。また、煙を吸い込まないよう風向きにも注
意し、十分な換気を行ってください。

　　警告：火災
　　　◦�溶接時はスパッタが飛散しますので、引火性のある物や燃えやすい物は作

業場周辺に近づけないでください。
　　　◦�作業場の近くには消火器を配置してください。

　　注意：目や皮膚の傷害
　　　◦�溶接時に発生する有害な光線から目や皮膚を保護するため、必ず遮光保護

具（次表参照）を使用し、肌が露出しない服や保護具を着用してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　遮光保護具使用標準（JIS）

　　注意：やけど
　　　◦�溶接時にはスパッタが飛散しますので、革製の手袋・前掛け・足カバーや

安全靴・安全帽・長袖の服を着用してください。

　　　エンジンを始動します。
　　　�電流調整ダイヤルで溶接条件に合った電流

値に調整します。

7-6．交流電源との同時使用
　�溶接電流を100A（2.6mm溶接棒）から170A（4.0mm溶接棒）に調整して使用する
ときに次の表の交流電源出力が取り出せます。

<注意>
　◦�溶接電流を100Aより下げて使う場合は交流電源出力の電圧が低下しますので、同
時使用はできません。

1
2

電流調整ダイヤル

遮光度番号 ７ ８ ９ 10 11 12 13

溶接電流値（Ａ） 30-75 76-200 201-400

交流電源
100V 200V

EGW190M-I ０.２kVA程度 －

EGW190M-IST
U－O W－O U－W

０.２kVA程度 ０.２kVA程度 ０.４kVA程度



17

8-1．操作
　　　�エンジン始動前に、フロントドア内にある

周波数切替スイッチを、使用機器に合わせ
『50Hz』または『60Hz』にします。

　　　<注意>
　　　　◦�工場出荷時は50Hzにセットされてい

ます。

　　　エンジンを始動します。

　　　交流出力スイッチを『ＯＮ』にします。

　　　�以上の操作で、出力コンセントと交流出力
端子から交流電源が取り出せます。

　　　　EGW190M-I：交流100V
　　　　EGW190M-IST：交流100/200V

1

2

3

８．発電機として使用する場合

周波数切替スイッチ

交流出力スイッチ
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容量の目安（単位：W）
コンセントと出力端子の合計

モデル EGW190M-I EGW190M-IST
相数、電圧 単相100V 単相100V 単相200V

使
用
機
器

白熱電球、電熱器など 3500 2500×２ 5000
電動工具（整流子モーターなど） 1500 1000×２ 2000
水銀灯（高力率型） 1200 800×２ 1600
水中ポンプ、コンプレッサーなど
（インダクションモーター） 1200 750×２ 1500
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９．点検・整備
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オイルゲージオイルドレンプラグ

オイル排出口

オイルメンテカバー ツメを押さえる

①

②



21

　　　�電極すきまを0.7〜0.8mmになるように調整
します。

　　　�プラグレンチでスパークプラグを締め付け
て、プラグキャップを取り付けます。

　　　<注意>
　　　　◦�プラグの締付けトルク：20N・m
　　　　◦�プラグを交換するときは『NGK BPR4ES』を使用してください。

（3）エアクリーナーの清掃と交換　

<注意>
　◦�ホコリの多い場所で使用したときは早めに清
掃してください。

　◦�ウレタンフォームは経年劣化によりもろくな
りますので、その場合は交換してください。

　◦�ウレタンフォームは『ヤマハ品番：7CT-
E4451-00』を使用してください。

　　　サイドドアを開きます。

　　　�クリーナーカバーの固定ネジを外します。
　　　（２ヵ所）

　　　�クリーナーカバーを取り外します。

　　　ウレタンフォームを取り出します。

　　　�ウレタンフォームは、洗油（白灯油）で洗
浄後、混合油（白灯油３：エンジンオイル
１）に浸し、点滴しない程度に軽く絞りま
す。

　　　�組込みは逆の手順で行います。

（4）燃料ストレーナーの清掃

　　警告：火災
　　　◦燃料ストレーナーの清掃などは、静電気を除去してから行ってください。

　　　フロントドアを開きます。

5

6

1

2

3

4

5

6

1

電極すきま
0.7～0.8㎜

ウレタンフォームクリーナーカバー

カバー
固定ネジ

クリーナー
カバー

リコイル
ノブ サイドドア

ノブを矢印の
方向に引く

ノブ

サイドドア

①

②

ノブを矢印の
方向に引く

② ①

ノブ
フロントドア
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　　警告：感電・けが
　　　◦整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。
　　　　�尚、整備中に他の人が誤って運転しないよう、スタータースイッチのキー

を抜き取っておいてください。
　　警告：火災
　　　◦火気を近づけないでください。
　　　◦�燃料の抜取りや燃料ストレーナーの清掃などは、静電気を除去してから行っ

てください。

　　注意：やけど
　　　◦�エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますので、

冷えてから整備を行ってください。
　　注意：火災
　　　◦�保管用カバーなどを掛けるときは、本機が冷えてから行ってください。

<注意>
　◦�キャブレター内にガソリンを入れたまま長期間放置すると、内部のジェットがつま
り、始動不良や回転不調などを起こす原因となります。

　◦�燃料を抜くときは、地面に垂れ流さないよう容器に受けてください。抜いた燃料を
廃棄するときは、産業廃棄物として関連法規に基づいた処理を行ってください。処
理にお困りのときは、お求めの販売店にご相談ください。

　�本機を２カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行ってから保管してください。

　　　燃料コックを『閉』にします。
　　　�燃料コックステー固定ボルトを外して、燃料コックを引き出します。（『9.点検・

整備（4）燃料ストレーナーの清掃（P21）』の項を参照）
　　　リングをゆるめ、ストレーナーカップを外します。
　　　燃料コックを『開』にして燃料タンク内の燃料を、容器に受けて全部抜きます。
　　　燃料コックを『閉』にします。
　　　ストレーナーカップのパッキンにゴミが付着していないことを確認します。
　　　ストレーナーカップをリングでしっかり締め付けます。
　　　燃料コックを元の位置に戻し、燃料コックステー固定ボルトを締め付けます。
　　　スターターキーを挿して、エンジンを始動させます。
　　　�キャブレター内の燃料が空になって、エンジンが停止したら、スタータースイッ

チを『停止』にして、キーを抜きます。以上で燃料の抜取り完了です。
　　　�エンジンオイルを交換します。（『9.点検・整備（1）エンジンオイルの交換

（P20）』の項を参照）
　　　�スパークプラグを外し、その穴からエンジンオイルを約５mL注入します。（『9.点

検・整備（2）スパークプラグの清掃と調整（P20）』の項を参照）
　　　�スターターキーを挿して、スタータースイッチにて、エンジンを５秒間空転させます。
　　　スターターキーを『停止』にして、キーを抜きます。
　　　スパークプラグを締め付けます。
　　　�エアクリーナーを清掃します。（『9.点検・整備（3）エアクリーナーの清掃と交換

（P21）』の項を参照）
　　　�バッテリーを取り外します。（『9.点検・整備（6）バッテリーの充電と交換（P23）』

の項を参照）
　　　<注意>
　　　　◦�取り外したバッテリーは、換気のよい火気のない、子供の手の届かない場所

に保管してください。
　　　　◦取り外したバッテリーは、月１回程度補充電を行ってください。
　　　�各部を清掃し、湿気・ホコリの少ない場所にカバーをかけて保管します。

1
2

3
4
5
6
7
8
9
10

11
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15
16

17

18

10．長期保管
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　　警告：感電
　　　◦本機や体がぬれているときは、運転しないでください。
　　　◦必ずエンジンを停止して行ってください。
　　　　�尚、点検・処置中に他の人が誤って運転しないよう、スタータースイッチ

のキーを抜き取っておいてください。
　　警告：けが
　　　◦必ずエンジンを停止して行ってください。
　　　　�尚、点検・処置中に他の人が誤って運転しないよう、スタータースイッチ

のキーを抜き取っておいてください。
　　警告：火災
　　　◦火気を近づけないでください。
　　　◦燃料ストレーナーの清掃などは、静電気を除去してから行ってください。

　　注意：やけど
　　　◦�エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますので、

冷えてから行ってください。

　�本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。点検しても正常に
ならないときは、お求めの販売店に修理を申しつけてください。

症　　　状 推　定　原　因 処　　　　　置

セルモーターが起動しない １．バッテリーのあがり
２．バッテリーの劣化

１．バッテリーを充電する
２．バッテリーを交換する

エンジンが始動しない １．燃料コック『閉』
２．燃料の不足
３．燃料に水やゴミが混入

１．燃料コックを『開』にする
２．燃料を給油する
３．�燃料タンク・キャブレター・
燃料ストレーナ内部の水抜
きと清掃

始動するがすぐ停止する １．オイルセンサー作動 １．オイルを給油

溶接のアークが弱い １．電流調節ダイヤル位置
２．ケーブルの接続が不十分
３．ケーブルが不適当

４．母材への接続が不十分
５．エンジンの出力低下

（過負荷）

１．ダイヤルを右にまわす
２．確実に接続する
３．�『溶接ケーブルの選定』に
したがってケーブル交換

４．確実に接続する
５．使用率５０％を守る

溶接のアークが強い １．電流調整ダイヤル位置 １．ダイヤルを左にまわす

交流出力がでない １．交流出力スイッチが『OFF』
２．�ディスプレイの表示が
『OC』又は『OH』

１．スイッチを『ON』にする
２．エンジンを再始動する。

交流出力が弱い １．周波数が異なる
２．�使用機器の電流が定格を
超えている

１．機器の指定周波数に合わす
２．�『使用できる機器の容量』
を参考にする

エコ機能が作動しない １．回転制御スイッチが『高速』１．スイッチを『エコ』にする

11．故障時の対応
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